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日本デイジーコンソーシアム講演会
出版における読書差別解消に向けて
障害者差別解消法施行元年にDAISYとEPUBで前進する国際標準の動向を読み解く
日時：２０１６年２月５日（金）13:00－17:00
場所：戸山サンライズ　大会議室（東京都新宿区戸山１－２２－１）
会場：http://www.normanet.ne.jp/~ww100006/
参加費：1,000円

定員：先着100名
お申込み：以下のURLよりお申し込みください。
http://www.kokuchpro.com/event/a23c27676b5203a6e51f4402148d528d/
情報保障：必要な方は、JDC事務局までご相談下さい。
開催にあたり
障害者権利条約の批准から丸2年が過ぎ、様々な面で差別解消が進められています。
知識のアクセスは、教育、仕事、保健医療、文化・スポーツ、そして毎日の生活を豊かにするために必要な読書等の、あらゆる人間的な活動に必須です。
　日本DAISYコンソーシアムに参加するわたくしたちは、国際DAISYコンソーシアムを通じて、国際的に連携して、すべての人が等しく知識にアクセスできるようになるために必要な電子出版の国際標準を開発し、普及に努めてまいりました。
　その結果、DAISYとその最新版であるEPUBは、共に国立国会図書館の電子納本システムが受け入れる標準の電子書籍フォーマットとして認められ、文部科学省の一部助成を得てボランティアと非営利団体が製作するデイジー教科書の利用登録者は3,000人を超えました。
　国際的には、DAISYは2006年に米国の教科書・教材へのアクセスを保障するためのデジタルデータの標準フォーマットとして採用され、世界知的所有権機関（WIPO）は、日本の著作権法に相当する広い範囲の「普通の出版物を読むことが困難な障害（Print Disabilities）」を定義して、国際標準規格であるDAISYとEPUBを活用して人々の知識アクセスを促進するためのマラケシュ条約を2013年に制定し、そしてEPUBは2014年にISOの標準規格になりました。
　標準規格は、誰もが意識することなく使うものなので、普段便利に使っている人も、それがどのようにして開発し維持されているのか、普段は気にすることもありません。しかし、アクセシブルな標準規格の有無は、出版物のアクセシビリティを大きく左右します。
　縁の下の力持ちとして、DAISYとアクセシブルなEPUBの開発を担っているDAISYコンソーシアムの視点から、障害者差別解消法施行元年の2016年に実現すべき、法制度と技術の両面での飛躍的な前進について、読み解きます。
　誰もが等しく知識を共有できる日を待望する皆様のご参加を期待します。
プログラム
13:30－13:35     　開会あいさつ
13:35－14:25　     講演「障害者差別解消法施行による知識アクセス問題の前進」河村宏氏
14:25－15:05　     JDC会員発表
14:25－14:35　　　　　全国視覚障害者情報提供施設協会：サピエについて
14:35－14:45　　　　　日本障害者リハビリテーション協会：デイジー教科書について
14:45－14:55　　　　　日本ライトハウス情報文化センター：「HyMe（ハイミー）」 紹介
14:55－15:05　　　　　JDC事務局より
15:05－15:25　     休憩と展示
15:25－16:15　     講演「EPUB3.1規格の開発とアクセシブルな電子出版の推進」村田真氏
16:15－17:00　     講演者への質疑応答および会場との意見交換（モデレーター：河村宏）
会場内展示
13:00－17:00　     日本デイジーコンソーシアム　会員、準会員、賛助会員による展示
　　　　　　　　　　　　　　　・ケージーエス株式会社 
・有限会社サイパック
・日本障害者リハビリテーション協会
お問い合わせ
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JDC事務局（NPO法人　支援技術開発機構内）酒井・持田 
 Email:jdc@atdo.jp 　　　TEL＆FAX:03-5384-7207
日本デイジーコンソーシアム
会員募集のお知らせ　緊急！！
日本 DAISY コンソーシアムは、活動の趣旨に賛同してくれる仲間を歓迎いたします。
現在、資金不足で存続の危機にあります。DAISY 規格の開発、維持のため、また、日本特有の課題を規格に反映していけるよう、ご協力お願いいたします。
会員の種類は、正会員・準会員・賛助会員・個人賛助会員です。
日本デイジーコンソーシアム (JDC) とは
DAISYコンソーシアムは、50ヶ国以上の団体・企業・個人で構成される国際非営利団体で、すべての人が等しく情報にアクセスできることを目指し、DAISY （Digital Accessible Information System：アクセシブルな情報システム）規格の開発・維持・普及活動をおこなっています。
DAISYコンソーシアムは正会員、準会員、賛助会員及び開発者、出版関係、教育関係、権利擁護関係、個人支援者で構成されています。正会員、準会員は非営利団体が加入することができます。会費は、DAISY規格や技術の開発、普及に役立てられています。
私たちは、DAISYコンソーシアムの開発、普及を支え、参加するため、また日本からの要望を開発に反映するため、2003年3月、JDCを結成しました。DAISYコンソーシアムの正会員として国内外におけるDAISYの普及・推進活動を行っています。
JDCは、講演会やセミナーを開催し、進化しつつあるマルチメディアDAISYの開発や世界的な状況を報告しています。また、誰でもダウンロードできるDAISYおよびEPUBコンテンツを公開しています。
会員のメリット
· DAISY および EPUB のアクセシビリティを推進 / 支援できます。(会費は、DAISY コンソーシアムの行っている DAISY および EPUB の規格の開発費に充てられています。)
· 正会員、準会員、賛助会員団体が、最新の情報を入手したり、意見を規格に反映するために DAISY コンソーシアムスタッフと直接連絡を取る際には、日本デイジーコンソーシアムがバックアップすることができます。
· 正会員、準会員、賛助会員団体は、日本デイジーコンソーシアム主催のセミナーにて発表することができます。
· 正会員、準会員、賛助会員団体に所属する方、および個人賛助会員は日本デイジーコンソーシアム主催の有償セミナーの参加費が無料になります。
· 日本デイジーコンソーシアムのロゴを利用することができます。
会員の種類
正会員：　日本 DAISY コンソーシアムの趣旨に賛同する非営利の施設、団体であって、運営委員会に代表を送り、日本DAISY コンソーシアムの意志決定に参画する会員である。正会員は DAISY コンソーシアムの Associate Member の年会費以上を納付するものとする。且つ、正会員は共同で DAISY コンソーシアムの年会費を調達する責任を負う。(2015 年度年会費:60 万円)
準会員：　日本 DAISY コンソーシアムの趣旨に賛同し、ソフトウエアのアクセス等、会員に対するサービスを享受するが、日本 DAISY コンソーシアムの意志決定には参画しない非営利の施設、団体である。準会員は DAISY コンソーシアムの Associate Member の年会費を納付するものとする。(2015 年度年会費:25 万円)
賛助会員：　日本 DAISY コンソーシアムの趣旨に賛同する個人、施設、団体である。賛助会員は、年会費 15 万円を納付するものとする。
個人賛助会員：　日本 DAISY コンソーシアムの趣旨に賛同する個人である。個人賛助会員は、年会費一口 5,000 円を納付するものとする。
日本デイジーコンソーシアム会員
正会員
 (特非) 支援技術開発機構
(特非) 全国視覚障害者情報提供施設協会
(公財) 日本障害者リハビリテーション協会
 (社福) 日本ライトハウス情報文化センター
準会員
(特非) NaD
 (社福) 日本点字図書館
賛助会員
オリンパスイメージング株式会社
ケージーエス株式会社
有限会社サイパック
ホームページ
http://www.normanet.ne.jp/~jdc/index.html
お問い合わせ
JDC事務局
（NPO法人　支援技術開発機構内）
Email:jdc@atdo.jp 　　　
TEL:03-5384-7207
FAX: 03-5384-7207
担当：酒井・持田



